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1．本研究の目的   

近年、多くの市においてコミュニティバスが運  

行され始めている。しかし、このバス経路が最適  

経路であるかは疑問である。本研究では、より多  

くの人が利用できる経路を最適なものと考え、探  

索、追及していく。  

r：領域内の人口，∫：領域面積，上：道路の長さ  

ここでは、′（ズ）＝e‾似  （α＝0．01）を用いる。  2．考察地域、考察対象   

考察地域を中央線以南、南武線以北の国立市内  

とし、その中を運行するコミュニティバス「くに  

っこ」を考察対象とする。また、平成12年の国  

立市町丁別昼間人口データを用い、経路の長さは  

電子地図帳ソフトで測定するものとする。  

4．人口を加味した距離の定義   

最適経路選定にあたり人口を考慮するため、次  

のように元々の距離エを人口Pにより修正した距  

離を用いる。  

∂1＝いP〃；β2＝エー鳥・P  

3．バス利用者数（＝P）を求める手順   

人口データよりバスが通行し得る道路に囲ま  

れた領域に存在する人口を算出する。その領域の  

中では最も近い道路を利用するものとしその人  

口を求める。   

また、道路への距離が増加するほどバス利用者  

数は減少すると考え、減少関数′（ズ）を用いる。  

5．最適経路を求める手順   

現行のバス経路と同様に、出発地点を国立駅、到着地  

点を国立市役所とする条件は変えず、この間で節4の距  

離を用いてダイクストラ法により導かれた経路を最適  

経路とする。  

表1．現行経路と皿1による選定経路の距離と利用人口  

国立駅→国立市役所  

運行距離（m）  利用人口数（人）   

現行経路   3，465   1．789   

n＝0．25   2，096   2，458   

n＝0．5   2，096   2，458   

n＝0．75   2．541   3tO95   

n＝1   2，541   3．095   

n＝1．5   2．633   2，998   

n＝2   3，338   3．994   

n＝之．5   3，587   4．197   

A＆〉ヒ；エー（∬／tanα＋ズ／tanβ）  

図1．利用人口を求める略図  

ー10 －   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



は市販ソフトⅩpress－MPを用いた。   

表2は表1と異なり、既存経路と民間バス経路  

を避けた場合の比較である。上）－とLPでは目的関  

数（人口）の値には相当の差が出ている。また、  

β2とLPとはほとんど差がないが、表1の民間バ  

ス経路を考慮しない場合にはLPの方が1割程度  

多い利用人口となった。しかし、市販ソフトを用  

いる必要がないということには大きな魅力があ  

ること、無条件で経路を選べることはあまりない  

であろうことから、β2を用いる意義はあると考え  

る。  

β1では〃＝2．5程度で現行バス経路と同じ距離で  

利用人口が最大となる経路が求められる。その経  

路上においてのバス停の最適配置を考える必要  

がある。  

6．Ⅰβ定式化   

Cり‥道路（痛の人口   

dり‥道路（切の距離   

ズり＝1‥道路（メカをバスが通るとき  

0：その他  

s：出発ノード、亡：終着ノード  

叫：ノードf用整数変数  

【LP定式化】  

目的関数（利用人口の最大化）：   

max∑c¢ズヴ  

り  

制約：  

（1）ノードfに出入りする道路の状態   

∑ズ少＝∑ズた′（J＝1，2，…，mかつ′≠∫，り  

ノ  ん   

∑ズ互≦1（∫＝1，2，…，椚かつJ≠∫，り  

ノ  

∑ズたf≦1（J＝1，2，‥リ∽かつょ≠∫，り  

た   

ズび＋ズノブ≦1（∫＝1，…∽；ノ＝1，…，椚）  

：同じ道を往復しない   

∑ズ豆＝1；∑職／＝l（始点、終点条件）  

ノ  た   

〟f－〟ノ＋椚×ズ互≦椚－1（閉路排除制約）   

（i＝1，2，…，mかつノ＝1，2，…，∽）  

（2）既存の経路長C以下‥ ∑布旬≦C＝3500  

り  

表2 ダイクストラ法と1βの比較  

ロー   D2   LP   

距離   3036m  3415m  3496m   

人口   3035人  4017人  4150人   

計算   容易  面倒   

目的関数の  不明確  明確   

意味づけ  

黒中太線：既存と民間経路、黒太線：Dl、灰太線：LP  

7．結果の比較   

LP自身が0－1整数計画問題のため自分でプロ  

グラムを作るとすると大変であり、報告者の場合  
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